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① 稲沢厚生病院  
医療人材の育成に向けて、愛知県立杏和高等学校にて授業を開始しました。 
稲沢厚生病院と杏和高校は学校教育の活性化と地域に根ざした医療人材の育成を目指し、
地域連携協定を締結している。今年度より福祉科専門科目の選択科目として、同院看護師と
杏和高校教員による授業が開講。福祉や医療に関心のある生徒たちが直接病院で働く看護
師から授業を受けることで、未来の医療人材の育成につながることが期待されている。 
 
■科目：「こころとからだの理解」看護の入門的位置づけとなる基礎知識の習得を目指す。 
    ※認定看護師などによる授業が年間通じて 20回予定。実習も予定している。 
■次回授業日：2023年５月９日（火）５限（13：20～）・６限（14：20～） 
 講   師：がん性疼痛看護 認定看護師 伊藤 美絵 
※5/30（火）は看護師の基本であるバイタルチェック（体温・血圧・酸素飽和度）体験実習 

 

 

 

 

② 稲沢厚生病院 
一生に一度の特別な思い出を。ニューボーンフォト撮影サービスを開始しました。 

稲沢厚生病院は、今年度よりアイキッズ株式会社と提携して新生児撮影サービスの提供を
開始した。このサービスは、同院で出産したすべての妊産婦を対象とし、簡単な登録だけで
女性フォトグラファーが病室まで出張して、人気の「ニューボーンフォト」を撮影すること
ができる。撮影は出産記念フォトコース（無料）やかわいい衣装を着て撮影するオプション
コース（有料）がある。撮影は、母子の負担なく安全に配慮して実施しており、サービス開
始後は出産された方の半数から申し込みをいただいている。 
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▲2021年３月 稲沢市長を訪問し 
協定締結の報告をしました。 

▲病室で行われた撮影の様子    ▲出産記念フォトコース（無料）写真  ▲オプションコース（有料）写真 

家族の皆さまにとって特別な瞬間を祝福することができるよう、医療スタッフ一同、サポートします。 

▲4月 19日の初回授業は看護部長 
による講義を行いました。 

 
 

▲聴診器を使い心音を聞くなど 
体験を交えて授業を行っています。 

 
 



③ 知多厚生病院  
離島の医療環境向上へ。篠島診療所の電子カルテ化に向けた通信整備を開始しました。 
知多厚生病院では、篠島診療所の医療環境向上のため
に、電子カルテ導入を検討しており現在は電子カルテ
化に必要な通信整備を行っている。電子カルテ化には、
スタッフの事務作業の負担軽減や、患者さんの待ち時
間短縮、医師不在時でも島在中の看護師と同院が患者
情報をリアルタイムに共有できるなどのメリットがあ
る。既存回線は通信に不安定さが残るため、セキュリ
ティが確保された閉域網を採用し通信回線の変更を行
う。電子カルテ導入は今夏に予定している。  
 

 

 

④ 豊田厚生病院  
60歳以上の 8割が脳に異常。AI解析等を追加した「プレミアム脳ドック」を開始しました。 
豊田厚生病院では、脳疾患リスクの早期発見を目的と
した従来の「脳ドック」に加え、「プレミアム脳ドック」
の提供を開始した。新しい脳ドックでは、記憶と学習
に関わりの深い海馬（かいば）の体積や脳年齢がわか
る「AI 解析」と「認知機能スクリーニング検査」が追
加される。また、結果レポートには、生活習慣の改善
などのアドバイスも含まれる。 

 

 

 

 

 

 

本件に関する問合せ 
JA愛知厚生連 本部 （住所：愛知県長久手市平池 901番地）  

経営企画課 広報担当 井桁（いげた） 

TEL：0561-62-3162（経営企画課直通） 

FAX：0561-62-3182  

E-mail：h.kikaku05@honbu.jaaikosei.or.jp   

WEBサイト：https://www.jaaikosei.or.jp/   

（写真は提供可能です。現地取材も受け付けます） 
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